
☆令和 5 年 1 月 26 日（木）：

  「アートシーン」第 4 回  

第 4 回のアートシーンは、吉輪 賢司（よしわ けんじ）さんをご紹介させてもらいます。

平成 6 年、三重県伊賀市に生まれた吉輪賢司さん（28 歳）は、現在 ヘルパー支援や生活介

護支援を受けながら自宅で過ごしていらっしゃいます。

  

1 歳の頃に自閉症と診断され、2 歳の頃から「色」と「形」に拘り、お絵描き帳にクレヨンな

どで絵を描き始めたそうです。小学校 1 年生の頃にお母さんの勧めで書道も始められました。

地元の特別支援学校を卒業後、独学で芸術活動を続け、平成 25 年から市や県の作品展などで

受賞し、表彰されています。（下の表に纏めました。）

平成 25 年 伊賀市展 絵画の部 入選

平成 26 年

伊賀市展 絵画の部 入選

伊賀市社会福祉協議会ふくしでつながる作品展 習字の部 特選

三重県障がい者芸術文化祭 絵画の部 入選

平成 27 年
  伊賀市展 絵画の部・書の部 入選

三重県障がい者芸術文化祭 書道の部 奨励賞

平成 28 年
  伊賀市展 絵画の部・書の部 入選

三重県障がい者芸術文化祭 書道の部 実行委員会賞

平成 29 年   三重県障がい者芸術文化祭 書道の部 奨励賞

平成 30 年   伊賀市展 書の部 入選
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平成 30 年 8 月には、津市の三重画廊にてお母さんとの作品展「けんちゃんとお母さんの親

子展 あなたに逢えて ほんま、うれしい」を開催されました。お二人の優しい人柄が表れた作

品 50 点が展示され、来場された方々を魅了しました。

昨年は体調を崩して入院されたりと、賢司さんもお母さんも大変な時間を過ごされましたが、

自宅に帰られ新作の書「すまいる」を作成されました。伊賀市の「障害者週間（12 月 3 日～9

日）」には、「にんじゃ」「くのいち」などの書を出品され、伊賀鉄道の電車内や市役所に展示さ

れました。きっと芸術活動が賢司さんの支えになっているのだと思います。

そして、賢司さんの作品はお母さんの支えになっていると思います。

これからも素敵な作品を楽しみにしています。

  

（文責：名張・伊賀ブロック 豊濱）
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